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Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
（
有
機
フ
ッ
素
化

合
物
）
の
中
で
も
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ

（
ピ
ー
フ
ォ
ア
）
と
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ

（
ピ
ー
フ
ォ
ス
）
の
2
物
質
中
、

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
は
メ
ッ
キ
処
理
剤
や

泡
消
化
剤
な
ど
に
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ

は
撥
水
（
は
っ
す
い
）
剤
や
界

面
活
性
剤
な
ど
使
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

こ
れ
ら
代
表
的
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に

つ
い
て
、
２
０
０
９
年
以
降
、

動
物
実
験
で
肝
臓
機
能
や
体
重

減
少
、
発
が
ん
性
や
免
疫
機
構

へ
の
影
響
を
示
す
報
告
が
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
環
境
省
は
22
年

度
の
調
査
で
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
と
Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ａ
が

全
国
16

都

府
県
の
河

川
や
地
下
水
な
ど
１
１
１
地
点

で
、
暫
定
目
標
値
を
超
え
て
い

た
と
発
表
し
ま
し
た
。
環
境
省

の
調
査
対
象
は
38
都
道
府
県
１

２
５
８
地
点
で
し
た
。

こ
の
う
ち
合
計
の
値
が
最
高

だ
っ
た
大
阪
府
摂
津
市
の
地
下

水
で
は
、
1
㍑
当
た
り
目
標
値

の
約
４
２
０
倍
の
高
濃
度
と
な

り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
県
や
市
な
ど

の
自
治
体
レ
ベ
ル
で
も
目
標
値

を
超
え
て
い
ま
す
。
特
に
工
場

や
廃
棄
物
処
理
場
、
青
森
や
東

京
、
沖
縄
県
の
米
軍
基
地
周
辺

（
図
参
照
）
な
ど
は
高
い
値
の

検
出
報
告
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

政
府
は
今
年
ま
で
専
門
家
会

議
を
４
回
開
き
、
「
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

に
関
す
る
今
後
の
対
応
の
方
向

性
」
を
出
し
ま
し
た
が
、
対
策

が
後
手
に
ま
わ
り
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

の
有
害
性
や
そ
の
定
量
的
な
把

握
手
法
に
関
す
る
３
件
の
研
究

を
今
年
６
月
か
ら
開
始
し
ま
し

た
。
命
の
源
で
あ
る
水
の
安
全

を
確
保
、
保
証
す
る
た
め
、
国

や
自
治
体
の
調
査
、
対
策
実
施

が
急
が
れ
ま
す
。

生
き
づ
ら
い
社
会
を
変
え
る

かい正康の2025参院選の政策その１
まさ やす

水は命のみなもと、水道の公営を守り、
ＰＦＡＳ汚染の源の早期究明と対策を

かい 正康

道
ば
た
か
ら
訴
え
続
け
た

か
い
正
康
さ
ん

発
ガ
ン
２
物
質
が
多
く
検
出

米
軍
基
地
か
ら
垂
れ
流
し

25
年
夏
の
参
議
院
選
挙
で
社
民
党
比
例
代
表
予
定
候
補
と
決
定
し

て
い
る
、
か
い
正
康
・
新
社
会
党
市
民
運
動
委
員
長
は
、
以
前
か
ら

街
頭
な
ど
で
水
道
の
公
営
化
維
持
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
危
険
性
を
訴
え
て

き
ま
し
た
が
、
い
ま
で
は
大
き
な
社
会
問
題
と
な
り
ま
し
た
。
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お問い合わせ先週刊新社会を

読みませんか

物
価
高
が
続
き
ま
す
。
石
破
茂
首
相

は
こ
の
対
策
と
し
て
、
11
月
26
日
に
政

労
使
会
議
を
開
き
、
経
団
連
を
は
じ
め

３
経
済
団
体
と
連
合
の
芳
野
友
子
会
長

に
対
し
、
来
春
の
大
幅
賃
上
げ
と
「
20

年
代
に
最
低
賃
金
を
１
５
０
０
円
」
の

要
請
を
し
ま
し
た
が
、
実
効
性
は
あ
り

ま
せ
ん
。

一
方
、
連
合
は
来
春
闘
の
賃
上
げ
の

目
安
を
全
体
で
５
％
、
中
小
企
業
で
６

％
の
方
針
を
決
め
ま
し
た
。
し
か
し
食

品
等
の
値
上
げ
の
連
続
の
中
、
こ
れ
で

は
家
計
は
火
の
車
で
す
。

ま
た
、
労
働
者
に
対
す
る
セ
ク
ハ
ラ
、

不
当
解
雇
な
ど
、
不
当
労
働
行
為
も
同

時
に
増
え
て
い
ま
す
が
、
被
害
者
の
ほ

と
ん
ど
が
泣
き
寝
入
り
で
す
。

こ
の
よ
う
な
不
当
な
行
為
に
対
し
、

ひ
と
り
で
も
入
れ
る
ユ
ニ
オ
ン
（
地
域

労
働
組
合
）
で
会
社
と
交
渉
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。
新
社
会
党
に
ご
連
絡
い

た
だ
け
れ
ば
ご
紹
介
し
ま
す
。

実質賃金ダウン、生活苦は続く
今こそ大賃上げ 溜めこんだ内部留保を吐き出させよう！

（日刊工業新聞・１１月３０日）

（ＪＩＪＩ・ｃｏｍ）

連
日
に
わ
た
り
物
価
の
高
騰
が
報
じ
ら
れ
ま
す
。
生
活
苦
の
原
因
は
政
府
の
対

策
の
甘
さ
と
物
価
上
昇
を
上
回
る
賃
金
が
得
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
す
。
そ
の
要

因
の
一
つ
に
、
労
働
組
合
の
組
織
率
低
下
と
闘
争
力
の
後
退
に
あ
り
ま
す
。
働
く

人
は
全
国
で
お
よ
そ
６
１
０
０
万
人
に
の
ぼ
り
ま
す
が
、
労
組
に
加
盟
し
て
い
る

人
数
は
９
９
０
万
人
余
り
、
組
織
率
は
過
去
最
低
で
16
・
３
％
、
ほ
と
ん
ど
が
組

織
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
賃
金
が
上
が
ら
な
い
要
因
の
一
つ
に
労
働
者
の
あ

き
ら
め
や
権
利
意
識
の
低
下
も
あ
り
ま
す
。

他
方
、
企
業
の
内
部
留
保
は
23
年
６
月
時
点
で
６
０
０
兆
円
で
す
。
こ
れ
は
労

働
者
が
生
み
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
立
憲
野
党
は
こ
れ
に
課
税
す
る
か
、
こ
の
一

部
を
吐
き
出
さ
せ
る
立
法
案
を
国
会
に
提
出
す
べ
き
で
す
。

不
当
労
働
行
為
は
ユ
ニ
オ
ン
へ


